
北海道旅客鉄道株式会社 石勝線
列車脱線事故調査の進捗状況

１．事故の概要

（１）事故種類 列車脱線事故

（２）発生日時 平成２３年５月２７日 ２１時５６分ごろ

（３）発生場所 北海道勇払郡占冠村

石勝線 清風山信号場構内
（新夕張駅～占冠駅間）

南千歳駅起点６６ｋ８２５ｍ付近

（４）関係列車 釧路駅発札幌駅行き上り特急第４０１４Ｄ列車
（特急スーパーおおぞら１４号 ６両編成）

（５）負傷者 乗客３４名、運転士１名及び車掌１名が病院に
搬送。

※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。
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（６）概要

当該列車は清風山信号場付近を走行中、運転士は、４両目＊

の車掌室で異音と振動を感じた車掌からの連絡を受けて、直
ちに停止手配を取った。

当該列車は、同信号場内の第１ニニウトンネル（トンネル
長６８５ｍ）内に停止し、列車から白煙が発生した。

当該列車の乗客２４８名、運転士１名、車掌１名及び客室
乗務員２名は、歩いてトンネル外に避難した。

当該列車は、５両目の後台車１軸が左に脱線して停止して
いたほか、６両すべてが焼損（全焼）した。

注＊）車両は、前から数え、前後左右は列車の進行方向を基準とする。

※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。
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付図１ 事故現場付近の地形図等
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※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。

２．調査の状況
（１）事故発生現場の調査

（２）当該列車の乗務員、乗客等の口述聴取

（３）損傷車両の調査

これまでのところ、

事故現場付近の軌道や、車両の走行装置に異常は見られず、
列車は清風山信号場に所定の速度以下で進入していたことか
ら、それらによる脱線の可能性は低いと思われる。

また、車両の動力伝達装置の部品は脱落し、床下機器が損傷。

３．今後の調査予定

（１）乗客からの聞き取り、列車乗務員の再聴取等

（２）事故発生時における避難誘導等対応態勢に係る調査

（３）車両調査の深度化（動力伝達装置の損傷・脱落及び火災）

（４）車両の保守とその管理、及び設計に係る調査 など
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※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。

４．これまでの調査により判明した主な情報

（１）事故の経過等

① 経過は上記１. のとおり

② 信号動作の記録から、信号の動作に異常なし
また、列車は清風山信号場に所定の速度以下で進入

③ なお、同信号場の釧路駅方は７‰の下りこう配
信号場の前後は半径８００ｍの曲線区間

（２）車両の損傷等

① 損傷

・４両目後部の動力伝達装置と台車２軸の車輪

・４～６両目の床下機器の下面（断続的）

・５両目後台車１軸が左に脱線

② 焼損

・６両すべての車体（全焼）

・６両目前部のエンジン等

・ ・
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※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。

（３）事故現場の２.４km手前付近から断続して、軌道上に油が飛散し、
列車４両目後部の動力伝達装置から減速機の部品等が脱落

（４）車両の検査の記録から、車両の左右の重量バランス（輪重バランス）
は整備基準値内

また、列車１両目～４両目前部の床下機器、台車及び車輪に、異
常は見られず

（５）施設の損傷
① 同信号場の分岐器や信号保安設備の一部

② まくらぎの一部（事故現場の２.４km手前付近から断続的）

③ 同信号場の軌道上に、脱線の痕跡

（６）軌道の検査の記録から、事故現場付近における軌道の変位（通り、
平面性等）は、整備基準値内

・ ・ ・ ・
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付図２ 事故現場略図
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（注）線路図中の距離は、列車
停止位置からの距離である。

※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。
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※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。

付図３ 当該列車の編成、損傷

２８３系内燃動車 ６両編成
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付図４ ４両目後部 動力伝達装置の損傷

動輪

減速機
カサ歯車

推進軸変速機
減速機
吊りピン

減速機支え

溝付きナット
推進軸継ぎ手

脱落部分

減速機

推進軸

健全な状態の動力伝達装置
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動⼒伝達装置は、
エンジンから発⽣した動⼒を、変速機、推進軸、減速機を介して動輪に伝えるもの。

※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。

減速機周り（拡⼤図）

9



※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。

付図５ 車両の焼損

編成全体

→

６両目前部

エンジン

←

車内
←

健全な車両の車内↑

10



※ この内容は、今後の調査、分析等により変更する場合があります。

付図６ 施設の主な損傷
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参考図 損傷車両の調査場所
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